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会  議  録 

 

会議の名称 平成２２年度第２回富士見市社会教育委員会議 

開催日時  平成２２年６月１１日（金）午後６時３０分～９時２０分 

開催場所  鶴瀬公民館・第１集会室 

出 席 者 

岸 信次委員､中澤佳珠代委員、吉崎徹委員、前田憲之委員、

富沢 明委員、羽石貴裕委員、川崎仁委員、西山ひろみ委員、

高野昻子委員、森本 扶委員 
事務局（生涯学習課長、佐藤主査） 

欠 席 者  ０人 

公開・非公開 公開（傍聴人 ０人） 

会議次第  

１．報告及び連絡事項 
（１）平成２２年度入間地区社会教育協議会 

第１回社会教育委員部会 
（２）平成２２年度入間地区社会教育協議会理事会・総会 
（３）生涯学習推進市民懇談会 
（４）平成２２年度埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会 

総会・研修会 
（５）第２次生涯学習推進基本計画 地域懇談会 
（６）その他 ①地域や所属団体などについての情報交換 
       ②その他 
２．協議事項 
（１）学習情報のあり方について 
・紙媒体による学習情報提供について（グループ討議） 
・その他 
３．その他 
（１）会議の開催について  
 

会 議 資 料  

①公民館等だより（５月号・６月号） 
②富士見の公民館 
③入間地区社会教育協議会社会教育委員部会報告 
④埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会総会資料 
⑤生涯学習推進基本計画地域懇談会チラシ 
⑥入間地区人権教育推進協議会定期総会レポート 

会議録確認 
 
岸 信次委員 
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会  議  内  容（要点記録） 
○議長あいさつ 

○生涯学習課からの報告 

 （事務局）４月１日付人事異動について報告した。 

  

１．報告及び連絡事項 

（１）平成２２年度入間地区社会教育協議会第１回社会教育委員部会 

   （４月２１日（水）午後２時～ 狭山市中央公民館） 

  ⇒出席委員より資料に基づき報告。 
 

（２）平成２２年度入間地区社会教育協議会理事会・総会 

   （５月１１日（火）午後２時～理事会 午後３時～総会 川越地方庁舎） 

  ⇒出席委員より資料に基づき報告。 
 

（３）生涯学習推進市民懇談会 

    （５月１４日（金）午前１０時～ 中央図書館集会室） 

  ⇒出席委員より報告。 
 

（４）平成２２年度埼玉県市町村社会教育委員連絡協議会総会・研修会 

    （５月２８日（金）午後１時３０分～ 嵐山町国立女性教育会館） 

  ⇒事務局より資料に基づき報告。 
 

（５）第２次生涯学習推進基本計画 地域懇談会 

     ①６月２２日（火）午前１０時～正午 ふじみ野交流センター 

     ②６月２６日（土）午前１０時～正午 鶴瀬西交流センター 

     ③６月２８日（月）午前１０時～正午 水谷公民館 

     ④６月３０日（水）午後 ７時～９時 南畑公民館 

（事務局）日程のとおり実施するので、積極的参加をお願いする。 

 

（６）入間地区人権教育推進協議会総会 

（５月１３日（木）午後３時３０分～ 川越地方庁舎） 

  ⇒出席委員より資料に基づき報告。 
 

（７）その他（地域や所属団体などについての情報交換等） 

  ①第７回東入間ウォーク（７月１７日実施） 

   委員：東入間青年会議所の主催で、災害時帰宅難民になったときを考え、和光

樹林公園からふじみ野市東久保公園まで歩く取組みを行う。ぜひ参加を。

 

②富士見市民大学２０１０（６月２６日～平成２３年３月５日） 

 委員：３５周年となった。資料に基づき説明。 

 

③富士見市人権教育推進協議会総会（６月２３日） 

 委員：中央図書館視聴覚ホールで開催される。 
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④入間地区社会教育協議会への提出名簿の確認について 

 事務局：依頼があり、提出内容の確認をしたい。 

委員：みなさん問題はないとの意見なので、協議会事務局に、必要性を確認し

てから出してほしい。 

事務局：確認してから提出するが、結果は次回報告する。 

 

⑤人権教育実践報告会の参加者について（７月３０日） 

 事務局：所沢市で開催される。委員３名の参加を確認する。 

     

２．協議事項 

 （１）学習情報のあり方について 

議 長：協議事項に入ります。前回までの会議で、「学習情報」のあり方について、課

題について整理をした。また、前回は進め方などについて協議し、グループわ

けを行った。資料により再確認をしていく。事務局から説明を求める。 
事務局：経過などを確認するため、資料を見ながら説明する。 

①会議録から経過を説明。②ワークショップでの意見を説明。③グループ分け

について説明。 
―ここで今後の協議の進め方を確認した。－ 

まずは、全体テーマの確認をして、グループ協議に入るか、もしくはすぐに、

グループ協議に入るか、みなさんに意見を求める。 

情報は発信する側、受け取る側で見方が変わると意見があったが、社会教育

委員の立場からすると情報を受け取る側からみた立場で検討するのがよいと考

える。 

委 員：公民館で集めるだけでもたくさんの情報がある。受信者側からみると、使い

こなせない。誰に相談したらよいかもわからない。どうしたら使いやすくなる

のかまとめあげることでもよいのではないか。 

委 員：情報を発信する側の議論と受け取る側の議論をいかに近づけるかという意見

があったが、確かに受け取る側から見ることには賛成だが、どう班分けを考え

ていくかも大事である。同じ課題を両方の立場でそれぞれが話し合い進め、付

き合わせていくということもできるのではないか。 

 

～ここで、事務局から、前回の議論であった公民館だよりのアンケートについて、

入間地区公民館連絡協議会発行の紀要について説明する。～ 

 

委 員：「公民館だより」の話がこれまで出てきているが、公民館の情報発信をどうし

ていくかということを協議してもいいと思う。 

委 員：細かなことまでわからないということもあるので、もうすこし大きな方向で

考え方向性を出すということでもよいと思う。また、具体的課題が見えている

方もいるのでそういうことで検討するのもよい。 

議 長：より具体的に話していくために、グループごとの協議に入ることとする。 

 ～ここから、Ａ・Ｂそれぞれのグループごとの協議に入ることとした。～ 

 ～約４５分間グループごとに協議した。終了して、再集合し会議に入る。～ 
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議 長：これから、グループごとの報告をお願いする。 

委 員：Ａグループは、目標として、「市民が使いやすい情報の形を示す」ということ

で話し合った。まずは、具体的改良手法ということで考えると、①公民館だよ

りは編集委員会があり市民の声を聞いてそれを活かしている。②チラシ・パン

フは編集会議の有無は不明である。③ＰＲ予算により情報の内容などがかわる

からその差を減らすことが必要、という意見があった。次に、いまの問題点を

整理してみたところ①発行物が多すぎる。②内容の文責が不明のものがある。

信頼性が確認できるところまで確認できない。ということがあげられた。 

次に、改良したい点について意見を出し合ったところ、①駅の情報誌にある

ようにＱＲコードを使い、詳しいことはそれから取れるようにする。②行事日

程のバッティングについて、学校・保育園などと調整が必要。③市ホームペー

ジの利用者は、単純に見て月に２割ぐらいの方が見ている。改良したが、より

見やすいものにしてほしい、との意見が出された。 

    トータルして考えると、情報について専門的業者を置いてはどうか、たくさ

んの情報発信をするので、部署ごとで発信するより管理することで正確に出し

ていけるのではないか、コスト的にもいいのではないか、以上ここまでで議論

は終了した。 

委 員：Ｂグループは、まず、ターゲット（対象）を決めなければとなったが、最終

的には、「興味のない人、地域活動なり広報などの情報に関心のない人をどう振

り向かせるかについて」ということに話を進めることになった。よく読まれる

フリーペーパーは読み応えがある、考えられた記事であるということとおまけ

つきになっている。広報などにも地域貢献ということで企業からのおまけつき

も入れられるのではないかとの意見も出た。広報は伝達のみで面白みがない。

むしろ公民館だよりのほうが身近な人が出たりして、読むには楽しい。案内ば

かりでは学習意欲が出てこない。 

それでは、広報などに振り向かせるには何がいいか、考えたところ、富士見

市は昼夜人口差がパーセンテージで県内一番というデータがあった。このこと

から、「駅を大事にしよう」ということになった。街を活性化するのも大事、情

報を発信するには見逃せない。まずは、電光掲示板を使い通勤時間帯に広報の

内容を流すとか、昼間は子育て世代を対象として情報をだすとかも必要だ。 

映像になると見てくれるという実績があると意見があった。視覚に訴える情

報発信ということで、ふじみ野駅にあるふじみ野出張所は朝８時３０分に始ま

り午後５時になるとピタッとしまってしまうが、出張所前のスペースも大事な

ので発信できるようなものを置くなども考えられる。また、鶴瀬駅の駅構内の

歩くところも空っぽの壁面があるので、子どものサークルのことなどについて

伝えることで活かせるといい。公民館でも視覚にということで、モニターを置

き、案内だけでなく、こんなことをやりましたという報告や経過を映像で出し

ていくといい。それから、駅前には地図だけでなく見所マップもあるといい、

以上が協議結果である。 

委 員：メディア活用の意見が強く出ている。紙ではいくらかかるかメディア・映像

で出すことでどのくらいかかるかコスト比較することも必要では。 

委 員：対象によっても出し方が変わってくると思う。 

委 員：コンビニに広報紙を置くこと。駅に返却ポストを作るとかいろいろある。 
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議 長：本日はここまでとし、次回も、グループごとに協議をすすめることとする。

 
※次回会議日程について 
７月３日（土）午前９時３０分からを予定。 

（閉会） 

 


